
平成 28年 4月 28日に開催された実践的なカンファレンス指導の様子です。 

すまいるホーム上津とすまいるホーム上津・弐番館の職員合同ですまいるホーム上津のご利用者様の事例に基づ

いてカンファレンスのご指導をしていただきました(^^)今回は、言語障害があり意思疎通が難しい利用者様のカ

ンファレンスをすまいるホーム上津とすまいるホーム上津・弐番館にわかれて行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ス タ ッ フ の 声  

利用者様に興味を持ち、表面化している事だけではなく“なぜ”“どうして”と疑問を持ちながら考え利用者様

の内面を探っていく作業を全員で行っていきます。 

 

すまいるホーム上津のスタッフはご本人を知っているため、日ごろの事象を見ていて具体的な意見となり、推

測があまりなされなかった。すまいるホーム上津・弐番館はあくまで想像で考えるしかなく冷静に物事をとら

えた意見となった。お互いに利用者様の事を一番に考え意見をかみ合わせ、今後良いケアに繋がるのではない

かと思った。 

 

全職員が、利用者様のことを知ろうとする気持ちをもつ事で利用者様のイメージ、接し方、訴えが理解できた

ことの喜び等、様々な介護方法を取り入れていきたい。 

 

今回の研修で、利用者様の思いを考えることが出来ました。普段はゆっくり考える時間を作っていませんでし

たが研修でたくさん考える時間などがあり、利用者様の事を少しでも多く知れて、興味を持てとても良い時間

でした。自分の時間にも、考える時間を作り利用者様の事をたくさん知れたらいいなと思いました。 

  

 素直にご本人様に向き合い、ご本人の望まれるケア、生活支援を行えるように固定概念や介護者の予測でケア

を行うのではなく、ご本人様の生活歴・背景・現生活の状況などを踏まえ、カンファレンスを行い、ケアに当

たるようにして行きます。 


